
土屋復興大臣・伊藤環境大臣が来庁 ９月13日に発足した改造内閣に入閣した土屋復興大
臣、伊藤環境大臣が村役場を訪れました。 令和５年度  飯舘村表彰式
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　10月12日、伊藤信太郎環境大臣（右から２人目）、
滝沢求副大臣（左端）、国定勇人政務官（右端）が来
庁。村より要望書を提出し、環境再生事業に対する理
解の醸成、脱炭素の取り組みへの支援などを要望し
ました。杉岡村長は「住民のため、村の未来のための
取り組みを、環境省と協働し広く発信していきたい」
と述べ、大臣らと意見交換を行いました。

　９月27日、土屋品子復興大臣（中央）、高木宏壽副
大臣（右から２人目）、平木大作副大臣（右端）が来庁
しました。杉岡村長は、復興庁のこれまでの支援に感
謝を述べ、「村を選んで（住んで）もらえるよう、なりわ
いの再生に取り組み、魅力ある村づくりを進めたい」
と伝えました。また、要望書を手渡し、個々の課題に
寄り添う支援を要望し、意見を交わしました。

相馬農業高等学校飯舘校  本校に統合 令和２年度から休校となっていた相馬農業高等学校
飯舘校が、９月15日、本校に統合されました。

住民懇談会を開催しました 10月に住民懇談会を開催しました。お忙しい中ご参加
をいただいた皆様、ありがとうございました。

　令和５年度住民懇談会は、交流センター「ふれ愛館」、福島県青少年会館（福島市）、サンライフ南相馬（南
相馬市）を会場に計５回開催しました。村からは、各事業の進捗を報告した他、中間見直しを行っている第６
次総合振興計画についても説明を行い、ご意見をいただきました。また参加者の皆様からは、事業への質問
や課題の提示、提案など、さまざまな発言をいただき、情報共有を図ることができました。
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　福島県立相馬農業高等学校飯舘校が、９月15日、本校（南相馬市）に統合されま
した。飯舘校は、原発事故による全村避難に伴い福島市にサテライト校を開設して
教育活動を継続しましたが、平成30年度には募集を停止、令和２年度からは休校と
なっていました。飯舘校の歴史と伝統は、本校に集約され引き継がれていくことにな
ります。
　村では、飯舘校の敷地を含む約11.1haのエリアに産業団地を整備する計画をし
ています。
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